



Assesment for Young Children with Needs for Special Care by Nursery School/ 
Kindergarten Teachers : Relation between Children with Needs for Special Care and 
Develpmental Disorders. 

























































































































































































































































































クー スター パーク 不注意 多動性・ 活動の切り 突発的な ζだわり アイコンタ きロ許の 一人遊び 微細運動の組大運動の指示理解が
フ ツ' 衝動性替え困難 他害 ク卜の欠如障害 問題 問題 困難
C L 1 5 6 7 5 4 3 3 20 0 12 16 35 
(N=45) (-2.4) (-1.7) (-2.9) (.3) (-1.9) (-2.6) (ー1.1) (.8) (-2.5) (6.5) (8.6) (10.2) 
-ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 園ー田ー ーー 圃圃・圃園圃圃ー ーー ・ー圃・ー ーー ーー ーー ーー ーー ・ー園田園同四回岨圃圃圃ー ーー ・
C L 2 20 13 24 9 15 0 10 66 0 2 0 3 
(N=67) (.9) (ー.8) (.3) (1.1) (.7) (-4.8) (1.0) (11.3) (-3.1) (-1.1) (-2.5) (-3.8) 
-酬圃同国同圃岡国圃嗣圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ー ーー 圃ー園園田園ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー・+圃圃圃圃圃・・
C L 3 3 9 0 2 0 7 0 6 22 1 2 3 
(N=25) (-1.6) (1.6) (-3.8) (ー.3) (-2后) L9) (・1.9) (司1.6) (13.4) (-.4) (.3) (・1.1)
-ー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー圃圃圃圃圃圃圃ー 国ー岡国間四四回園田間四四回開帽園間開園田岡ー ーー 園田園ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 国国国岡園田圃園田ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー回同ー 間四・
C L 4 31 0 1 8 3 17 2 5 4 0 0 1 
(N=31) (10.0) (-3.2) (-3.9) (3.1) (ー1.5) (4.9) (ー.9) (-2.8) (.5) (-1.5) (・1.6) (-2.6) 
._---------ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー園圃圃園圃圃圃圃圃圃同国同園周回同岡田園田園開園田園田園田園園田園・園園圃圃圃圃同国園田圃圃圃ー ーー 圃・四回聞同圃圃圃圃ー ーー ーー ーー 園ー田園圃圃圃ー ーー ・ー
C L 5 16 10 37 3 31 9 16 1 3 0 0 6 
(N=75) (-1.0) (-2.3) (3.1) 十2.0) (5.5) (-2.3) 3.0 (-7.8) (-2.1) (-2.5) (・2.6) (-3.2) 
-ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 園ー田・圃園圃圃園園圃圃圃圃圃園田園圃園田園田園圃同園開園田園圃園田園田園ー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー圃園開ー 圃ー圃ー ーー ーー ーー ーー 同圃ー ーー ーー ・ー
C L 6 0 24 21 1 0 0 0 0 0 0 0 9 
(N=24) (-3.0) (9.4) (5.7) (-1.0) (-2.5) (-2.6) (-1.9) (-4.1) (-1.7) (-1.3) (・1.3) (2.1) 
.開園田園田ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ・ーー ーー 圃圃圃・圃園圃園圃圃圃圃ー 圃ー圃圃圃圃園園圃圃ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃圃同岡田ー ーー ーー ーー 圃ー岡田園ー ーー ーー ・
C L 7 0 5 1 1 4 26 3 17 1 2 1 4 
(N=26)(-3.1) (・.5) (.9) (-1.1) (・.5) (10.3) (.0) (2.9)(-1.1) (.4)(ー .6) (-.7) 
x2乗値 116.05 99.43 71.65 14.79 40.49152.51 15.95176.74184.57 45.14 76.77 118.41 







1 (C L 1と略記、以下同様に 45人、 CL 2 : 67
人、 CL 3 : 25人、 CL 4 : 31人、 CL 5 : 75人、












C L 4 • 5が有意に少なかった。 CL6では24人全
員に不注意の特徴が見られ、 CL4では該当する幼児
が全くいなかった。 13.多動性一衝動性」について












性別については X2 (6) =4.58で有意とならなかっ
た。年齢に関しては、人数比を考慮して次の6つの年
齢層に分けて検定を行った。グ、ループ1は月齢48ヶ





























=4.592 (p<.OO 1)、PDD第2尺度でF(6，227) = 1.824 
(p<.lO)、ADHD第 l尺度でF(6，227) =2.391 (pく.05)、
ADHD第 2尺度でF(6，227) =4.064 (p<.05)、MR疑
い尺度でF(6，227) =2.074 (pく.10)となった。
多重比較の結果、 PDD第 l尺度では CL 6・l<C
L 7・4、PDD第2尺度ではCL 6く CL 2、 ADHD 
第 l尺度では CL3<CL6、ADHD第2尺度ではC





































































C L 1 (45名):指示理解が困難であり、組大運動や
微細運動の発達に問題が見られる。
C L 2 -(67名):エコラリアや語藁の少なさなど、言
語によるコミュニケーシヨンに問題がみられる。
C L 3 (25名):一人遊びが多く、やや不注意さが見
られる。
C L 4 (31名):パニックが多く、こだわりがあり、
活動の切り替えが困難である。
C L 5 (75名):突発的な他害があり多動性・衝動性
が高く、アイコンタクトの欠知がやや見られる。
C L 6 (24名):不注意と多動性・衝動性が多く見ら
れる。
C L 7 (26名): iこだわりが強く、言語によるコミュ
ニケーションに問題が見られる。
保育者の自由記述から各クラスターの特徴を検討し
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本研究における統計解析は、 Sp S S Ver.15およ
び17を使用した。
